
令和 7年度 第１回 運営推進会議議事録 

１．開催日時 

令和 8年 2月 24日 

２．開催場所 

リルハ・トレーニングラボ牧野駅前 

３．開催方法 

対面開催 

４．出席者 

事業所 

・松宮 一平（管理者） 

・池田 

利用者代表 

・松村 様 

地域包括支援センター 

・ふれあい地域包括支援センター 寺田 様 

５．議題および内容 

（１）事業所運営状況の報告 

事業所概要 

・地域密着型通所介護 

・半日型（午前・午後２部制） 

・機能訓練特化型デイサービス 

利用状況 

・登録者数：10名 

・１単位あたり平均利用者数：4名 

空き状況 

・全曜日の午前・午後とも受入可能 

・各単位 10名以上の空きあり 
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事故・苦情等の状況 

・開設以降、重大事故なし 

・継続的な苦情なし 

・ヒヤリハットについては記録を行い、再発防止策を事業所内で共有している 

・事故や苦情発生時は管理者個人の判断ではなく、事業所で定めた対応フロー

に基づいて対応している 

ハラスメント防止の取り組み 

・利用者、家族、職員間のハラスメント防止について説明 

・発生時の相談窓口および対応手順を整備していることを共有 

・職員が安心して勤務できる環境づくりを継続して行うことを報告 

（２）受入可能条件および連携時の判断基準について 

受入可能な利用者像 

・歩行自立から杖歩行、歩行器使用レベルまで対応可能 

・認知機能は軽度低下まで対応可能 

・常時医療的処置を必要としない方 

慎重な検討が必要なケース 

・常時マンツーマン介助が必要な方 

・強い周辺症状がある方 

・送迎時に完全介助を要する方 

・頻回な医療的管理が必要な方 

事業所からの説明 

・利用開始後３か月を目安に評価を実施している 

・身体機能、利用状況、目標達成状況等を踏まえ、継続・見直し・中止の判断

基準を設けていることを共有した 

（３）意見交換 

利用者代表からの意見 

・利用開始当初は利用時間が長く感じたが、継続することで慣れることができ

た 

・運動量は適切で無理なく取り組めている 
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・送迎サービスが助かっている 

・自宅以外の場所で過ごすことで気分転換や息抜きにもなっている 

地域包括支援センターからの意見 

・体験利用時の情報提供が充実しており、利用判断がしやすい 

・利用開始後３か月程度でのモニタリング評価があることは連携上有益である 

・家族や介護支援専門員への報告内容が整理されていると、より安心感につな

がる 

事業所回答 

・利用開始時の説明資料および体験時の情報提供内容を整理する 

・利用開始後の経過報告方法について検討し、家族および介護支援専門員へ分

かりやすく伝えられる仕組みを整備する 

（４）今後の対応方針 

実施事項 

・家族および介護支援専門員向けアンケートの作成 

・体験利用時に提供する情報内容の整理 

・３か月後評価時の報告内容の標準化 

担当者 

・松宮 一平 

実施期限 

・次回運営推進会議まで 

６．まとめ 

本会議を通じて、利用者および関係機関が安心して利用を検討できるよう、体

験時の情報提供および利用開始後の報告体制をより分かりやすく整備すること

を確認した。 

また、事故防止およびハラスメント防止の取り組みを継続し、安全かつ安心し

て利用できる事業所運営を行っていくことを共有した。 

以上 

 


